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10月は木材利用促進月間
私の森語り

「森で愛ま
しょう」

ミス日本み
どりの大使

　上村さや
香



第 235号 令和５年 10月〈特集記事／農林水産副大臣による東信森林管理署管内の現地視察〉〈特集記事／農林水産副大臣による東信森林管理署管内の現地視察〉

勝か
つ
ま
た俣
農
林
水
産
副
大
臣
に
よ
る

　
東
信
森
林
管
理
署
管
内
の

�

現
地
視
察

の
激
励
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
示
後
、国
有
林
の
制
服
に
着
替
え
、

香こ
う
さ
か
や
ま

坂
山
国
有
林
で
素
材
生
産
現
場
を
視

察
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
有
林
の
最
前
線
で
働
く
若
手
森
林

官
等
が
現
場
を
案
内
し
、
ま
ず
は
、

真さ
な
だ田
森
林
官
か
ら
、
国
有
林
の
分
布
状

況
や
森
林
整
備
事
業
の
概
要
、
作
業
シ

ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
高
性

能
林
業
機
械
の
プ
ロ
セ
ッ
サ
や
フ
ォ

ワ
ー
ダ
が
連
携
し
、
作
業
す
る
場
面
を

見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

副
大
臣
か
ら
、
森
林
官
の
業
務
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
真
田
森
林
官
か
ら

は
、「
各
種
事
業
の
監
督
業
務
や
国
有

林
の
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
現
場
業
務

の
比
率
が
多
い
」旨
を
回
答
し
ま
し
た
。

ま
た
、
作
業
を
行
っ
て
い
る
有
限
会
社

中
島
林
業
と
の
意
見
交
換
で
は
、
若
手

社
員
の
定
着
状
況
や
、
現
場
作
業
の
大

変
さ
な
ど
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
、「
高

性
能
林
業
機
械
の
導
入
に
よ
り
、
省
力

化・
効
率
化
が
図
ら
れ
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー

と
し
て
若
手
や
女
性
も
増
え
て
き
て
い

る
が
、
暑
い
時
期
の
人
力
に
よ
る
下
刈

り
作
業
は
と
て
も
大
変
」
な
ど
の
実
態

を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
ド
ロ
ー
ン（
無
人
航
空
機
）

【
東と

う
し
ん信
森
林
管
理
署
・
企
画
調
整
課
・

資
源
活
用
課
】

　

八
月
二
十
九
日
、
勝
俣
農
林
水
産
副

大
臣
が
、
国
内
林
業
の
再
生
や
成
長
産

業
化
、
丸
太
の
生
産
、
流
通
の
現
状
を

学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
東
信
署
管

内
の
素
材
生
産
現
場
と
東
信
木
材
セ
ン

タ
ー
協
同
組
合
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

の
活
用
に
つ
い
て
、佐
久
森
林
官
か
ら
、

業
務
へ
の
活
用
方
法
を
説
明
し
、
森
林

情
報
管
理
官
が
事
業
地
の
上
空
に
ド

ロ
ー
ン
を
飛
行
さ
せ
、
そ
の
空
撮
映
像

を
大
型
モ
ニ
タ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
署
の
職
員
の
う
ち
、
ど
の
く

ら
い
の
人
が
ド
ロ
ー
ン
を
操
縦
で
き
る

の
か
？
」と
の
質
問
が
あ
り
、「
ほ
と
ん

ど
の
職
員
が
講
習
を
受
け
操
縦
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
」と
回
答
し
た
と
こ
ろ
、

　

午
前
十
時
頃
、
長
野
県
佐さ

く

し
久
市
に
所

在
す
る
東
信
署
に
到
着
さ
れ
た
副
大
臣

は
、
職
員
へ
の
訓
示
に
お
い
て
、「
職

員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
現
場
の
最

前
線
で
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
い
る
。
近
年
は
、
大
規

模
な
豪
雨
災
害
や
土
砂
災
害
が
発
生
す

る
こ
と
か
ら
、
林
野
庁
職
員
と
し
て
、

国
民
の
生
命
・
生
活
を
守
る
た
め
に
、

ま
ず
は
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
や
治
山

事
業
を
着
実
に
実
施
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
。
ま
た
、
山
地
災
害
が
発
生

し
た
際
に
は
、
地
域
の
た
め
に
何
が
で

き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
即
座
に
考

え
、
初
動
対
応
や
速
や
か
な
復
旧
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
ら

れ
、「
人
工
林
資
源
が
本
格
的
な
利
用

期
を
迎
え
て
い
る
今
、
地
域
の
林
業
・

木
材
産
業
の
活
性
化
に
国
有
林
と
し
て

ど
の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
く
か
考
え
、

広
大
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
有
す
る
国
有
林

が
そ
の
組
織
・
技
術
力
を
活
用
し
て
施

業
の
低
コ
ス
ト
化
等
の
新
技
術
の
実
証

に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
そ
の
成

果
を
民
有
林
へ
発
信
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
林
業
の
活
性
化
、
そ
し
て
、

我
が
国
全
体
の
林
業
の
成
長
産
業
化
の

実
現
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

訓示を行う勝俣農林水産副大臣と東信署職員

森林官から高性能林業機械での作業を説明

❶❶❷❷
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量
、
販
売
先
・
用
途
等
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
施
設
内
の
丸
太
の
自

動
選
別
機
等
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
副

大
臣
か
ら
選
別
す
る
と
き
の
視
点
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
原
木
の
状
態
（
直

材
か
小
曲
り
か
、
ま
た
、
節
や
空
洞
の

有
無
な
ど
）
を
見
極
め
て
行
っ
て
い
る

旨
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

視
察
を
終
え
た
副
大
臣
か
ら
は
、「
若

い
人
た
ち
が
、
し
っ
か
り
林
業
に
従
事

で
き
る
よ
う
な
取
組
、
林
業
を
支
え
る

人
材
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
が
大
き
な

課
題
の
一
つ
。
ド
ロ
ー
ン
や
現
場
で
の

大
変
感
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
造
林
作
業
の
効
率
化
に
つ
い

て
、
佐
久
森
林
官
か
ら
コ
ン
テ
ナ
苗
の

利
点
や
植
栽
方
法
の
説
明
を
行
い
、
充

電
式
の
電
動
ド
リ
ル
で
植

し
ょ
く

穴あ
な

掘
り
が
で

き
る「
植
穴
名
人
」を
使
い
、
コ
ン
テ
ナ

苗
の
植
栽
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

続
い
て
、ア
ウ
ル（
地
上
型
３
Ｄ
レ
ー

ザ
）
の
活
用
に
つ
い
て
、
局
資
源
活
用

課
の
主
任
主
事
か
ら
説
明
し
、
実
際
に

計
測
し
た
デ
ー
タ
を
確
認
し
て
い
た
だ

い
た
際
、
立
体
的
に
見
え
る
デ
ー
タ
に

調
査
、
人
の
手
で
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ

の
効
率
化
が
絶
え
ず
進
ん
で
い
る
と
い

う
実
感
が
あ
り
、
先
進
的
な
機
械
を
導

入
し
、
作
業
を
効
率
化
し
て
い
く
こ
と

が
非
常
に
重
要
だ
と
感
じ
た
。
現
場
の

最
前
線
に
立
つ
皆
さ
ん
に
は
、
目
の
前

の
課
題
に
一
つ
一
つ
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
が
国
民
の
期
待
に
応
え
る
こ

と
に
つ
な
が
る
の
だ
と
思
う
。
私
も
副

大
臣
と
い
う
立
場
で
皆
さ
ん
と
一
緒
に

森
林
・
林
業
の
課
題
解
決
に
挑
戦
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

感
心
し
、「
こ
う
し
た
機
器
を
用
い
て

継
続
的
に
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
こ
と
が

重
要
」と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昼
食
の
時
間
に
は
、
森
林
官
も
同
席

し
、副
大
臣
と
、子
育
て
世
代
の
サ
ポ
ー

ト
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
真
田
・

佐
久
両
森
林
官
と
も
育
児
休
業
を
取
得

し
た
話
や
、
局
全
体
で
の
取
得
状
況
な

ど
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
東
信
木
材
セ
ン
タ
ー
協
同

組
合
連
合
会
に
移
動
し
、
小こ

あ
い
ざ
わ

相
沢
専
務

か
ら
、
東
信
地
域
の
木
材
流
通
や
出
荷

職員が操作するドローンの空撮映像を確認

「植穴名人」を使ってコンテナ苗の植栽を体験

職員からアウルを活用した森林資源調査について説明

東信木材センター小相沢専務から木材流通等について説明

❷❷
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【
富と
や
ま山
森
林
管
理
署
】

　

今
年
度
も
北
ア
ル
プ
ス
の
高
山
植
物

等
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
（
通
称
：
グ
リ
ー

ン
パ
ト
ロ
ー
ル
）を
実
施
し
、
室む

ろ
ど
う堂
平
だ
い
ら

周
辺
で
活
動
す
る
立た
て

山や
ま

地
区
は
、
七
月

十
九
日
か
ら
八
月
十
七
日
ま
で
の
約

一
ヶ
月
間
、
ま
た
、
稜
線
で
活
動
す
る

薬や
く
し師
岳だ
け
・
雲く
も

ノの

平だ
い
ら

地
区
（
雲
ノ
平
～

三み
つ
ま
た俣
蓮れ
ん
げ華
岳だ
け

～
薬や
く
し師
岳だ
け

～
五ご
し
き
が
は
ら

色
ヶ
原
）、

黒く
ろ
べ部
地
区（
針は
り

ノの

木き

岳た
け

～
白し
ろ
う
ま馬
岳だ
け
）及
び

白
馬
・
朝あ

さ
ひ日
・
北き
た

又ま
た

地
区
（
朝
日
岳
～

白
馬
岳
）
は
八
月
三
日
か
ら
二
十
二
日

ま
で
の
二
十
日
間
に
わ
た
っ
て
の
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
四
年
ぶ
り

に
四
地
区
全
て
で
実
施
し
、
一
般
公
募

の
二
十
代
か
ら
五
十
代
の
男
女
十
三
名

で
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
地
元
自
治
体
や
山
小

屋
関
係
者
、
関
係
団
体
か
ら
な
る
国
有

林
野
保
護
管
理
協
議
会
が
、
パ
ト
ロ
ー

ル
員
を
募
集
し
、
高
山
帯
の
動
植
物
の

保
護
や
山
岳
美
化
、
登
山
マ
ナ
ー
の
啓

発
等
を
目
的
に
昭
和
四
十
七
年
か
ら
始

ま
り
今
年
で
五
十
一
年
目
と
な
り
ま
し

た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
期
間
中
は
、
室
堂
の
施

設
を
拠
点
と
し
た
活
動
や
稜
線
の
山
小

屋
を
移
動
し
な
が
ら
の
活
動
と
な
る
た

め
、
普
段
の
生
活
と
は
環
境
が
大
き
く

異
な
り
、
危
険
を
伴
い
ま
す
が
、
病
気

や
ケ
ガ
等
も
な
く
全
員
無
事
下
山
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
解
団
式
で
は
、
パ
ト
ロ
ー

ル
員
か
ら
活
動
報
告
が
行
わ
れ
、
登
山

者
の
ス
ト
ッ
ク
キ
ャ
ッ
プ
の
未
装
着
、

登
山
道
の
老
朽
化
、
外
来
植
物
の
侵
入

の
拡
大
等
に
つ
い
て
意
見
や
課
題
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

室堂のパトロール員が日々の活動後に眺めていた夕日に映える立山

看板の補修を行うパトロール員

四
年
ぶ
り
に
全
地
区
で
の

　
　
高
山
植
物
等
保
護

�

パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

❸❸❹❹
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【
中
ち
ゅ
う
し
ん信
森
林
管
理
署
】

　

七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
か
け

て
、
上か

み

高こ
う
ち地
、
美
う
つ
く
し
が
は
ら

ヶ
原
、
白は
く
ば馬
、
乗の
り

鞍く
ら

の
四
地
域
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
日
ず
つ
高

山
植
物
等
保
護
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
当
署
長
が
会
長
を
務
め

る
「
高
山
植
物
等
保
護
対
策
協
議
会
中

信
地
区
協
議
会
」
が
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
入
込
者
の
多
い
登
山
道
や

遊
歩
道
沿
い
を
中
心
に
、
高
山
植
物
等

保
護
の
普
及
啓
発
と
美
化
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
活
動
の
参
加
者
は
協
議
会

員
や
そ
の
他
関
係
団
体
で
、
今
年
度
は

延
べ
四
十
七
名
が
活
動
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
高
山
植
物
等
保
護
啓
発

カ
ー
ド
を
配
布
し
、「
植
生
保
護
の
た

め
、
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
プ
内
に
は
入
ら
な

い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
」「
植
物
の
摘

み
取
り
は
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
」
な
ど
、
訪
れ
た
家
族
連
れ
等
に
呼

び
か
け
、
同
時
に
ゴ
ミ
拾
い
も
行
い
、

四
地
域
合
わ
せ
て
七・
五
㌕
の
ゴ
ミ
を

回
収
し
ま
し
た
。

【
飛ひ

だ騨
森
林
管
理
署
】

　

八
月
二
十
二
日
、
飛ひ

だ騨
市し

河か
わ
い
ち
ょ
う

合
町
天

生
国
有
林
及
び
白し

ら
か
わ
む
ら

川
村
大お
お
せ
と
瀬
戸
国
有
林

内
の
天
生
県
立
自
然
公
園
内
に
お
い

て
、
天
生
県
立
自
然
公
園
協
議
会
（
以

下「
協
議
会
」）、
岐
阜
県
飛
騨
事
務
所
、

飛
騨
市
消
防
本
部
、
飛
騨
警
察
署
等
の

関
係
機
関
と
と
も
に
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
自
然
公
園
は
、
標
高
約
一
、四
〇 

〇
㍍
に
広
が
る
約
三
㌶
の
高
層
湿
原
の

ほ
か
、
ブ
ナ
等
の
原
生
林
、
急
峻
な
渓

谷
と
連
続
す
る
滝
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
約
一
、六
〇
〇
㌶
の
山
岳
公
園
で
、

湿
原
を
周
遊
す
る
探
勝
路
や
標
高
一
、

七
四
四
㍍
の
籾も

み

糠ぬ
か
や
ま山
へ
至
る
登
山
道
な

ど
が
協
議
会
に
よ
り
整
備
さ
れ
て
お

り
、
初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
多
く
の
方

が
訪
れ
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
秋
の
行
楽
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
る
前
に
歩
道
や
休
憩
所
な

ど
、
施
設
の
状
態
と
案
内
標
識
な
ど
に

つ
い
て
各
機
関
の
立
場
で
確
認
し
、
安

全
上
の
留
意
点
や
改
善
点
な
ど
を
明
ら

　

当
協
議
会
で
は
、
長
年
こ
の
よ
う
な

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
立
入

禁
止
区
域
に
立
ち
入
っ
て
し
ま
う
人
は

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
近
年
、
乗
鞍

で
は
マ
イ
カ
ー
規
制
後
に
高
山
植
物
が

増
加
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、
高
山
植
物

の
宝
庫
で
あ
る
白
馬
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ

カ
が
高
山
帯
ま
で
侵
入
し
て
お
り
、
食

害
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。引
き
続
き
、

定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
山
小
屋
関
係
者
と
の
協
力
を

は
じ
め
、
効
果
的
な
保
護
対
策
を
模
索

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今年度設置された熊注意看板

啓発カードの配布（表面は高山植物やライチョウの写真、裏面
にお願い事項を記載）

高
山
植
物
等
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル

天あ
も
う生
県
立
自
然
公
園

合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

�

利
用
者
目
線
で
安
全
チ
ェッ
ク
！

か
に
す
る
こ
と
で
利
用
者
が
よ
り
安
全

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
と
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

二
班
に
分
か
れ
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
き

な
が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
当
署
で

は
歩
道
沿
い
に
あ
る
枯
損
木
に
主
眼
を

お
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

昼
食
を
は
さ
み
、
約
四
時
間
か
け
て

パ
ト
ロ
ー
ル
を
終
え
た
後
、
参
加
者
に

よ
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
歩
道
に
敷

い
た
板
が
腐
食
し
交
換
が
必
要
な
こ

と
、
携
帯
電
話
が
通
じ
な
い
地
域
で
無

線
に
よ
る
緊
急
要
請
を
す
る
場
合
の
留

意
点
等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

協
力
し
合
い
、
安
全
か
つ
快
適
に
利

用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の

で
、
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
は
多
く
の
方
に

訪
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

❹❹



第 235号 令和５年 10月〈特集記事／「自然を守る森林官になりたい」小学６年生の職場体験入門〉〈特集記事／「自然を守る森林官になりたい」小学６年生の職場体験入門〉

　

二
日
目
は
、
立
山・
室む
ろ
ど
う堂
に
お
い
て
、

高
山
植
物
等
の
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

う
立た

て
や
ま山
森
林
官
に
同
行
し
、
観
光
客
や

登
山
者
が
多
い
中
、
啓
発
活
動
や
美
化

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
外

来
植
物
除
去
の
取
組
や
、
自
然
保
護
の

重
要
性
に
つ
い
て
熱
心
に
聞
い
て
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
よ
り
予
定
し
て
い

た
外
来
植
物
の
除
去
作
業
は
行
え
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
は
普

段
な
か
な
か
姿
を
見
せ
な
い
ラ
イ
チ
ョ

ウ
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

短
期
入
門
終
了
後
の
大
学
生
と
若
手

職
員
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、
国
有
林

で
の
仕
事
や
生
活
面
に
関
す
る
質
疑
応

答
に
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
寺
本
さ
ん
か
ら

も
若
手
職
員
に
対
し
、
森
林
官
に
な
っ

て
か
ら
の
目
標
に
つ
い
て
質
問
す
る
な

ど
、
積
極
的
に
発

言
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

　

最
後
に「
自
然
を

守
る
た
め
に
、
地

域
に
貢
献
で
き
る

森
林
官
の
仕
事
は

素
晴
ら
し
い
と
思

い
ま
し
た
」と
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

寺
本
さ
ん
の
短

期
入
門
の
レ
ポ
ー

ト
は
、（
公
財
）
富

山
県
ひ
と
づ
く
り

財
団
の
Ｈ
Ｐ
に
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

❺❺

【
富
山
森
林
管
理
署
】

　

富
山
県
で
は
、
小
学
五・
六
年
生
及

び
中
学
一・
二
年
生
を
対
象
に
、
描
い

て
い
る
将
来
の
夢
の
作
文
を
募
集
し
、

そ
の
夢
の
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
夢

の
卵
」
育
成
事
業
を
、（
公
財
）
富
山
県

ひ
と
づ
く
り
財
団
が
二
十
年
近
く
続
け

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
応
募
総
数
一
、〇
八
九
通
の

中
か
ら
「
自
然
を
守
る
森
林
官
に
な
り

た
い
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
富
山
市
内
の
小
学
六
年
生
、

寺て
ら
も
と本
芽め

い生
さ
ん
は
、
四
季
を
通
じ
て
自

然
と
触
れ
合
っ
て
き
た
中
で
、
自
然
を

守
り
未
来
へ
残
し
て
ゆ
く
こ
と
を
自
身

の
夢
と
捉
え
、
そ
れ
に
関
わ
る
仕
事
に

つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ「
森
林
官
」と
い

う
職
業
に
た
ど
り
着
き
、
作
文
に
つ
づ

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
財
団
か
ら
職
場
体

験
の
要
請
が
あ
り
、
当
署
が
予
定
し
て

い
た
八
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま

で
の
職
場
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
に
参
加
の
大
学
生
二

名
と
と
も
に
二
日
間
の
短
期
入
門
が
実

現
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
間
伐
の
作
業
現
場
を
見

学
し
、
神じ
ん
づ
う通
森
林
官
か
ら
木
材
の
伐

採
・
搬
出
状
況
の
説
明
を
行
っ
た
後
、

輪り
ん

尺じ
ゃ
くで
の
胸
高
直
径
の
計
測
や
バ
ー

テ
ッ
ク
ス
で
の
樹
高
測
定
等
の
立
木
調

査
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
上
空
か
ら
の
確

認
、
境
界
巡
検
な
ど
、
森
林
官
が
実
際

行
っ
て
い
る
業
務
に
つ
い
て
体
験
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

ドローン操作の体験

立山森林官からの聞き取り

神通森林官から現地の説明を受ける様子

標高約2,400ｍの立山・室堂にて

❻❻

最終日の意見交換会

富
山
市
内
の
小
学
六
年
生
が

「
夢
の
卵
」育
成
事
業
で
職
場
体
験
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【
南な

ぎ

そ
木
曽
支
署
】

　

七
月
二
十
三
日
、
南
木
曽
町
読よ

み
か
き書
の

柿か
き

其ぞ
れ

国
有
林
内
に
お
い
て
、
地
元
の
公

民
館
北
部
分
館
主
催
に
よ
る
国
有
林
見

学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
三

年
に
分
館
役
員
よ
り
、「
コ
ロ
ナ
禍
で

地
区
活
動
が
停
滞
し
、
地
域
行
事
が
な

か
な
か
実
施
で
き
な
い
の
で
、
こ
の
機

会
に
裏
山
と
し
て
存
在
す
る
国
有
林
を

見
て
み
る
機
会
を
設
け
た
い
」
と
の
協

力
要
請
が
あ
り
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
台
風
の
接
近
に
よ
り
中
止

と
な
り
、
そ
の
ま
ま
幻
の
行
事
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
の
分
館
役
員

に
よ
り
再
計
画
さ
れ
、
五
月
よ
り
打
合

せ
を
行
い
、
当
日
は
子
ど
も
を
含
め
、

約
五
十
名
の
地
域
住
民
が
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
三
台
に
分
乗
し
、
見
学
会
に
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

国
有
林
内
の
林
道
を
通
行
し
、
車
窓

よ
り
森
林
を
見
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

目
的
地
の
皆
伐
跡
地
に
到
着
し
、
バ
ス

を
降
り
て
対
岸
の
国
有
林
を
眺
め
て
い

た
だ
き
、
森
林
や
皆
伐
跡
地
な
ど
に
つ

【
中
信
森
林
管
理
署
】

　

令
和
四
年
六
月
よ
り
新
築
工
事
を
進

め
て
い
ま
し
た
当
署
の
白
馬
森
林
事
務

所
・
白
馬
治
山
事
業
所
が
令
和
五
年
八

月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
森
林
事
務
所
及
び
治
山
事
業

所
は
、
木
造
在
来
軸
組
工
法
に
よ
る
二

階
建
て
で
、
一
階
は
合
同
の
執
務
室
、

二
階
が
宿
舎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
階

の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
下
地
材
に
は
、
繊
維

方
向
が
直
交
す
る
よ
う
に
積
層
接
着
し

た
Ｃ
Ｌ
Ｔ（
直
交
集
成
板
）パ
ネ
ル
を
使

用
す
る
な
ど
、
建
物
の
床
強
度
と
断
熱

性
を
確
保
す
る
構
造
を
採
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
車
庫
も
含
め
、
新
築
に
利

用
し
た
木
材
は
約
十
四
立
方
㍍
で
あ

り
、
建
築
物
が
貯
蔵
し
て
い
る
炭
素
は

十
一
㌧ 

︱ 

CO2
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
の
白
馬
村
を
は
じ
め
、

地
域
の
方
々
に
も
新
築
の
お
披
露
目
を

行
い
、
今
後
も
白
馬
小
谷
地
域
の
森

林・
林
業
事
業
、
山
地
災
害
の
防
止
等
、

国
有
林
野
事
業
の
推
進
拠
点
と
し
て
の

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
こ
ん
な
高
い
と
こ

ろ
ま
で
車
で
来
ら
れ
て
嬉
し
い
」「
実
際

に
来
て
、
説
明
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
ま
た
「
奥お

く

三さ
ん
が
い界
は
ど
の
方
向
？
」「
天
然
公
園
は
ど

こ
？
」
な
ど
位
置
関
係
の
質
問
も
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
帰
り
に
は
柿
其
渓
谷
に
あ
る

霧き
り
が
た
き

ヶ
滝
も
見
て
い
た
だ
き
、
国
有
林
見

学
会
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆
様
に
森
林

や
林
業
等
へ
の
理
解
や
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
。

❻❻

閉会後に新築の柿其森林事務所前で記念撮影

白馬森林事務所・白馬治山事業所の外観

　この表示は、林野庁「建築物に利用した木材の炭素貯蔵量の表示ガイドライン」（令和３年10月１日付け３林
政産第85号林野庁長官通知）に準拠し、この建築物に利用した木材が貯蔵している炭素（ＣＯ₂換算）の量を示
すものです。
　木材は、森林が吸収した炭素を貯蔵しており、木材を建築物等に利用していくことは、「都市等における第
２の森林づくり」としてカーボンニュートラルへの貢献が期待されています。

【計算式】	 木材の材積（㎥）×密度（t/㎥）×炭素含有率×44/12＝炭素貯蔵量（CO₂換算）　（t-CO₂）
【計　算】	 ○製　材　ヒ ノ キ 1.85㎥×0.383 t/㎥×0.500 ×44/12＝1.3 t-CO₂
	 ○集成材　ス　　ギ 4.09㎥×0.331 t/㎥×0.500 ×44/12＝2.5 t-CO₂
	 ○製　材　アカマツ 2.71㎥×0.452 t/㎥×0.500 ×44/12＝2.2 t-CO₂
	 ○合　板　カラマツ 2.35㎥×0.435 t/㎥×0.500 ×44/12＝1.9 t-CO₂
	 ○製　材　ベイマツ 0.86㎥×0.500 t/㎥×0.500 ×44/12＝0.8 t-CO₂
	 ○製　材　樹種不明 2.07㎥×0.542 t/㎥×0.493 ×44/12＝2.0 t-CO₂
	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計10.7 t-CO₂
※木材使用量には、事務所庁舎・車庫・宿舎（延べ床面積17.82㎡）２棟に使用した木材使用量を含みます。

延べ床
面積

国産材
利用量

国産材の炭素貯蔵量
（CO₂換算）

木材全体
利用量

木材全体の炭素貯蔵量
（CO₂換算）

169.2㎡ 11㎥ 8t-CO₂ 14㎥ 11t-CO₂

白馬森林事務所・白馬治山事業所新築工事（長野県北安曇郡白馬村大字北城5598-1）
に利用した木材に係る炭素貯蔵量（ＣＯ₂換算）

地
元
の
公
民
館
主
催
に
よ
る

�

国
有
林
見
学
会
の
開
催

白
馬
森
林
事
務
所
・

白
馬
治
山
事
業
所
が
完
成
し
ま
し
た
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【
東と
う
の
う濃
森
林
管
理
署
】

　

八
月
十
一
日
、
当
署
で
は
山
の
日
に

合
わ
せ
て
、
中
津
川
市
、
岐
阜
県
恵
那

農
林
事
務
所
、
市
内
の
各
森
林
組
合
、

建
築
組
合
、
恵
那
農
業
高
等
学
校
、
岐

阜
県
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
等
、
多
く

の
関
係
者
と
と
も
に
『
な
か
つ
が
わ
山

の
日「
山
Ｄ
Ａ
Ｙ
」』を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
六
回
目
を
迎
え
る
こ
の
行
事

は
、中
津
川
の
山
で
育
っ
た
木
に
触
れ
、

木
を
使
っ
た
り
、
山
の
中
を
散
策
し
た

り
、
高
性
能
林
業
機
械
を
見
学
し
た
り

す
る
体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年
か

ら
は
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
当
署
エ
リ
ア

の
他
、
市
内
十
二
箇
所
に
サ
テ
ラ
イ
ト

会
場
を
開
設
し
、
森
林
・
木
材
の
こ
と

な
ら
何
で
も
体
験
で
き
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
署
の
ブ
ー
ス
で
は
、
今
年
も
子
ど

も
た
ち
に
人
気
の「
ミ
ニ
椅
子
作
り
」を

行
い
、
朝
早
く
か
ら
受
付
に
長
蛇
の
列

が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
、
予
定

し
て
い
た
受
付
人
数
を
急
遽
増
や
す
な

ど
の
対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
が
、
恵
那

農
業
高
等
学
校
の
皆
さ
ん
の
応
援
も
あ

【
名
古
屋
事
務
所
】

　

八
月
二
十
日
、
あ
い
ち
森
林
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
会
の
会
員
九
名
が
、
今
年

度
第
三
回
目
の
研
修
交
流
会
と
し
て
、

熱
田
神
宮
に
あ
る
「
熱
田
神
宮
こ
こ
ろ

の
小
径
」
で
の
ク
ス
ノ
キ
や
ム
ク
ノ
キ

の
大
木
等
の
観
察
を
行
っ
た
後
、「
熱

田
白
鳥
の
歴
史
館
」を
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
連
日
の
暑
さ
の
中
、
参
加
者

は
若
干
少
な
め
で
し
た
が
、
東
濃
署
管

内
加か

し

も
子
母
裏
木
曽
国
有
林
か
ら
出
材
さ

れ
た
大
ヒ
ノ
キ
年
輪
板
や
、
三み

つ
ひ
も
ぎ

ツ
紐
伐

り
の
写
真
、
木
曽
式
伐
木
運
材
図
会
や

写
真
等
に
よ
る
白
鳥
貯
木
場
の
今
昔
な

ど
に
つ
い
て
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
、

昭
和
初
期
の
斧
や
鋸
に
よ
る
伐
採
、
集

材
、
筏
下
り
に
よ
る
搬
送
な
ど
の
ビ
デ

オ
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
名
古
屋
の
木
材

産
業
の
歴
史
が
分
か
っ
た
」「
写
真
が
多

く
、
年
代
別
に
よ
く
整
理
さ
れ
て
い
て

分
か
り
易
か
っ
た
」「
先
人
の
苦
労
を
感

じ
た
」「
展
示
の
仕
方
が
工
夫
さ
れ
て
い

る
」「
こ
の
施
設
そ
の
も
の
の
存
在
を
知

ら
な
か
っ
た
が
周
り
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」

な
ど
、
心
強
い
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
後
も
よ
り
多
く
の
市
民
の
方
々
に

対
し
、
当
歴
史
館
の
認
知
度
を
高
め
る

取
組
を
行
う
と
と
も
に
、
木
材
産
業
発

祥
の
地「
熱
田
白
鳥
の
歴
史
」に
つ
い
て

発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

り
、
ス
ム
ー
ズ
に
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、恵
那
農
林
事
務
所
に
よ
る「
林

業
機
械
Ｖ
Ｒ
体
験
」、
飛
騨
五
木
（
株
）

に
よ
る
「
林
業
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
」
で
は
、

当
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る「
林
業
従
事
者
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
作
品
も
展
示
し
、
実
際
の
山
で
の
仕

事
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
体
験
や
ゲ
ー

ム
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
参
加

団
体
間
の
連
携
に
よ
り
、
林
業
を
分
か

り
や
す
く
紹
介
す
る
工
夫
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

終
日
大
盛
況
で
あ
っ
た
本
イ
ベ
ン
ト

も
含
め
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
関
係
者

の
方
々
と
と
も
に
、
森
林
・
林
業
の
情

報
発
信
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

な
か
つ
が
わ
山
の
日「
山さ

ん

Ｄ
Ａ
Ｙ
」

中
津
川
市
を
あ
げ
て
の一大
行
事
へ

高校生スタッフも大活躍したミニ椅子作り

熱田白鳥の歴史館の見学

先
人
の
苦
労
と
名
古
屋
の

�

木
材
産
業
の
歴
史
を
学
習

❼❼❽❽
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【
木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
】

　

九
月
六
日
、
上か

み
い
な
ぐ
ん

伊
那
郡
宮み
や
だ
む
ら

田
村
の

黒く
ろ
か
わ川
国
有
林
の
木
曽
駒こ
ま
が
た
け

ケ
岳
で
、
平
成

十
七
年
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
が
主
体
と

な
っ
て
行
っ
て
い
る
植
生
復
元
作
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
登
山
者
の
入
込
増
加

が
誘
因
と
考
え
ら
れ
る
踏
み
荒
ら
し
や

大
量
の
降
雨
、
融
雪
水
、
凍
結
、
融
解

に
よ
る
砂
礫
の
移
動
、
強
風
等
が
植
生

の
荒
廃
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
登
山
道
周
辺
の
植
生
復
元
を
目
的

に
植
生
マ
ッ
ト
の
敷
設
を
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

今
年
は
、
長
野
県
上
伊
那
地
域
振
興

局
、
駒こ

ま
が
ね
し

ケ
根
市
、
宮
田
村
、
南
信
署
及

び
木
曽
署
の
職
員
の
協
力
を
得
て
、
総

勢
二
十
六
名
で
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

事
前
に
植
生
マ
ッ
ト
の
運
搬
や
播
種

用
の
種
子
採
取
を
地
元
森
林
事
務
所
等

の
応
援
に
よ
り
実
施
し
、
当
日
使
用
す

る
資
材
は
、
駒
ヶ
岳
に
至
る
稜
線
沿
い

の
駒
ケ
岳
管
理
セ
ン
タ
ー（
避
難
小
屋
）

に
仮
置
き
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

作
業
は
、
駒
ヶ
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
千せ
ん

【
技
術
普
及
課
】

　

九
月
八
日
、
長
野
県
千ち

く
ま曲
市し

立
五
加

小
学
校
五
年
生
の
児
童
七
十
六
名
が
、

森
林
の
は
た
ら
き
を
学
習
す
る
た
め
、

中
部
森
林
管
理
局
庁
舎
を
訪
れ
ま
し

た
。

　

初
め
に
、
職
員
が
長
野
県
の
森
林
率

や
国
有
林
の
こ
と
、
森
林
が
果
た
す
役

割
等
を
説
明
し
、
そ
の
後
、
二
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
」と

「
森
林
ク
イ
ズ
」を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
ゲ
ー
ム
は
、
一
人
一
枚「
森
林
、
街
、

ミ
ミ
ズ
、
ウ
サ
ギ
」
な
ど
が
描
か
れ
た

カ
ー
ド
を
手
に
、「
食
う
・
食
わ
れ
る
」

な
ど
自
分
と
関
係
の
深
い
相
手
を
探
し

て
ペ
ア
を
組
み
、
こ
れ
を
繰
り
返
す
と

最
後
に
は
大
き
な
一
つ
の
輪
に
な
る
と

い
う
も
の
で
、
一
見
関
わ
り
の
な
い
生

き
物
同
士
も
、
多
く
の
生
き
物
や
環
境

を
介
し
て
全
て
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
ク
イ
ズ
は
「
木
か
ら
作
ら

れ
た
も
の
か
」
を
○
×
形
式
で
答
え
、

意
外
な
も
の
が
木
で
出
来
て
い
る
こ
と

に
驚
い
た
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に「
雨
水
の
ゆ
く
え
実
験
」を
行

い
、
森
林
の
あ
る
山
と
な
い
山
に
見
立

て
た
二
つ
の
実
験
装
置
に
、
じ
ょ
う
ろ

で
一
気
に
雨
を
降
ら
せ
、
ど
ん
な
違
い

が
出
て
く
る
か
を
観
察
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　
「
森
林
が
な
い
と
、
水
が
し
み
込
ま

な
い
し
、
濁
っ
て
い
て
汚
い
」「
森
林
の

方
は
水
が
き
れ
い
！
地
面
の
下
か
ら

ゆ
っ
く
り
水
が
出
て
く
る
」
な
ど
、
気

づ
い
た
点
を
口
々
に
発
表
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

帰
り
際
に
、「
ゲ
ー
ム
楽
し
か
っ
た
！
」

「
森
林
って
重
要
な
ん
だ
ね
」と
、
森
林

に
興
味
を
示
す
声
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
学
習
が
今
後
の
森
林
・
林

業
の
学
び
の一助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

畳じ
ょ
う
じ
き敷
駅
か
ら
駒
ヶ
岳
へ
向
か
う
途
中

に
あ
る
天て
ん
ぐ狗
荘そ
う

付
近
の
標
高
約
二
、

八
七
〇
㍍
の
登
山
道
沿
い
で
行
い
、
小

雨
が
降
る
中
で
の
作
業
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
強
風
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も
な

く
、
無
事
に
予
定
し
た
植
生
マ
ッ
ト
敷

設
と
種
子
播
種
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

作
業
地
付
近
に
は
近
年
の
植
生
復
元

箇
所
も
あ
り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
高
山
植
物
が
回
復
し
て
い
る
状
況

も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
関
係

機
関
と
連
携
し
て
高
山
植
物
の
保
護
・

復
元
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

雨水のゆくえを真剣に観察する様子

小雨の降る中での植生マット敷設作業

中
央
ア
ル
プ
ス
駒
ヶ
岳
で

�

植
生
復
元
作
業
を
実
施

五ご

加か

小
学
校
五
年
生
の
皆
さ
ん
が

�

ク
イ
ズ
や
実
験
で
楽
し
く
学
習

❽❽



シリーズ

「
私
の
森
語
り
」

「
私
の
森
語
り
」

も
り
か
た

も
り
か
た

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

第 235号 令和５年 10月

「
森
で
愛あ
い

ま
し
ょ
う
」

■
自
己
紹
介

　

皆
さ
ん 

こ
ん
に
ち
は
♪

　

二
〇
二
三
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
大
使 

上
村
さ
や
香
で
す
。
二
月
に
中
部
森
林

管
理
局
さ
ん
で
行
わ
れ
た
「
中
部
の
森

林 

林
業
従
事
者
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
に

て
審
査
員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

一
二
〇
点
を
超
え
る
応
募
作
品
の
中

で
、
伐
倒
を
す
る
姿
や
お
昼
休
憩
で
お

弁
当
を
食
べ
る
姿
、
先
輩
後
輩
の
仲
間

の
姿
、
林
道
整
備
の
方
々
の
姿
、
働
く

林
業
機
械
の
カ
ッ
コ
い
い
姿
、
林
業
女

子
の
姿
な
ど
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
お
写
真

の
数
々
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

　

そ
ん
な
皆
様
の
お
力
に
な
る
べ
く
、

私
は
国
産
木
材
を
使
う
こ
と
の
大
切
さ

や
森
の
循
環
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
特
技

の
作
詞
作
曲
を
活
か
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
歌
で
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
全
国
各
地
の
林
業

の
現
場
、
森
林
に
関
わ
る
方
々
か
ら
見

聞
き
し
た
こ
と
を
元
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

曲「
森
で
愛
ま
し
ょ
う
」を
発
表
し
、
全

国
で
弾
き
語
り
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
に
は
心
づ
よ
い
相
棒
、
完

全
国
産
木
材
ギ
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
ギ
タ
ー
は
、
長
野
県
松
本
市
に
あ
る

楽
器
メ
ー
カ
ー「
デ
ィ
バ
イ
ザ
ー
」さ
ん

に
よ
る
世
界
に
一
つ
だ
け
の
ギ
タ
ー
で

す
。
マ
ス
タ
ー
ビ
ル
ダ
ー
と
呼
ば
れ
る

卓
越
し
た
技
術
を
持
つ
ギ
タ
ー
職
人
た

ち
の
手
作
業
に
よ
り
、
こ
の
夏
に
完
成

し
ま
し
た
。

　

私
は
今
年
、
石
川
県
の「
能
登
ヒ
バ
」

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
ギ
タ
ー
の
表
面
で

あ
る
ト
ッ
プ
材
、
そ
し
て
ネ
ッ
ク
の
後

側
は
能
登
ヒ
バ
を
使
用
。
サ
イ
ド
と

バ
ッ
ク
は
山
桜
、
ヘ
ッ
ド
と
指
板
は
黒

か
な
」と
い
う
歌
詞
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
歌
詞
の
元
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
林
業
従
事
者
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の

皆
さ
ん
の
姿
で
す
。
広
大
な
自
然
と
闘

う
林
業
従
事
者
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
守

る
た
め
、「
休
憩
」の
時
間
が
い
か
に
大

切
か
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ

し
て
、各
々
が
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
た
り
、

お
弁
当
を
食
べ
た
り
、
仲
間
と
笑
い

合
っ
た
り
と
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご

し
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、ま
た
お
仕
事
へ
。

日
本
の
豊
か
な
森
林
を
守
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
の
尊
敬
の
気
持

ち
を
込
め
た
楽
曲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
努
力
や

工
夫
、
取
組
を
わ
か
り
や
す
く
発
信
し

て
い
き
ま
す
。
読
者
の
皆
様
と
ど
こ
か

で
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
皆
様
「
森
で

愛
ま
し
ょ
う
！
」

〇
連
絡
先

　
一
般
社
団
法
人
ミ
ス
日
本
協
会

　
〒
一
六
〇
‒
〇
〇
二
三

　
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
‒
二
‒
一

　
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
南
館
九
階

　https://w
w

w
.m

issnippon.jp/

柿
が
使
わ
れ
て
い
て
、
完
全
国
産
木
材

一
〇
〇
㌫
の
ギ
タ
ー
で
す
！

　

ギ
タ
ー
に
は
こ
だ
わ
り
ポ
イ
ン
ト
が

五
つ
あ
り
ま
す
。
ピ
ッ
ク
ガ
ー
ド
に 

「
Ｓ
ａ
ｙ
ａ
ｋ
ａ
」と
名
前
を
い
れ
た
こ

と
、
周
り
の
ラ
イ
ン
も
緑
に
し
た
こ
と
、

ポ
ジ
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
も
緑
で
隠
れ
ク
ロ
ー

バ
ー
を
つ
け
た
こ
と
、
ブ
リ
ッ
ジ
ピ
ン
も

緑
に
し
た
こ
と
、
緑
の
羽
根
マ
ー
ク
を

ヘッ
ド
に
い
れ
た
こ
と
で
す
。
と
こ
と
ん 

〟み
ど
り〝 

に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
で
歌
と
ギ
タ
ー
を
披
露
し

て
い
て
楽
し
い
こ
と
は
、
歌
い
終
わ
っ

た
後
に
「
な
ん
の
木
材
？
」「
黒
柿
！
す

ご
い
！
」「
持
っ
て
み
て
も
い
い
？
」
と

林
業
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
話
し
か
け
に

来
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
す
。
林
業
関
係

の
皆
様
視
点
で
の
お
話
は
と
て
も
興
味

深
く
、
そ
こ
に
ま
た
た
く
さ
ん
の
気
づ

き
や
学
び
を
頂
戴
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
弾
き
語
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

遭
遇
し
た
ら
是
非
、
国
産
木
材
の
お
話

を
一
緒
に
し
な
が
ら
、
実
際
に
私
の
ギ

タ
ー
を
見
に
き
て
く
だ
さ
い
♪

■
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
「
森
で
愛
ま
し
ょ
う
」
の
二
番
に

「
ね
ぇ
、
ち
ょ
っ
と
休
憩
し
よ
う 

木
曜

日 

今
日
は
ど
ん
な
風
に
笑
い
あ
っ
た

2023　ミス日本
みどりの大使

上
かみむら

村 さや香
か

〈シリーズ「私の森語り」〉〈シリーズ「私の森語り」〉

❾❾❿❿



令和５年 10月 第 235号〈シリーズ「私の森語り」〉〈シリーズ「私の森語り」〉

フォトコン表彰式に出席フォトコン表彰式に出席

完全国産木材ギターを製作完全国産木材ギターを製作 ギターの音色と歌をこどもたちに

松本市の
ギター職人の
皆さんと

高性能林業機械の
素晴らしさを
体感

❿❿



国
有
林
の
現
場
の
最
前
線
で
、
働
く

森
林
官
の
仕
事
や
、
管
轄
す
る
地
域

の
特
色
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

シリーズ

森
林
官
か
ら
の
便
り

森
林
官
か
ら
の
便
り

第 235号 令和５年 10月〈シリーズ／森林官からの便り〉〈シリーズ／森林官からの便り〉
【
南な

ぎ

そ
木
曽
支
署
　
柿か
き

其ぞ
れ

森
林
事
務
所
】

�
森
林
官
　
井い
の
う
え上 

智と
も
ひ
ろ広

　

柿
其
森
林
事
務
所
は
、
長
野
県
の

南
西
部
に
位
置
す
る
木
曽
郡
南
木
曽

町
に
所
在
し
、
町
内
を
流
れ
る
木
曽

川
の
右
岸
側
に
位
置
す
る
柿
其
、
三み

殿ど
の

向む
か
い、
田た

立だ
ち

国
有
林
の
約
五
、四
〇
〇

㌶
を
管か
ん
か
つ轄
し
て
い
ま
す
。

　

管
内
の
国
有
林
は
、
ヒ
ノ
キ
を
主

と
し
た
人
工
林
が
約
六
割
、
残
り
の

約
四
割
が
木
曽
ひ
の
き
を
含
ん
だ
天

然
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。
天
然
林
は

岐
阜
県
境
を
中
心
に
分
布
し
て
お
り
、

「
田
立
の
滝
群
」
な
ど
そ
の
一
部
は
、

二
〇
二
〇
年
三
月
二
十
七
日
に
中
央

ア
ル
プ
ス
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
事
務
所
は
、
森
林
官
一
名
の
た

め
、
支
署
職
員
等
の
応
援
を
う
け
な

が
ら
、
生
産
、
造
林
、
土
木
事
業
等

の
現
場
監
督
業
務
、
森
林
の
調
査
や

境
界
巡
検
・
巡
視
な
ど
、
様
々
な
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
産
事
業
の
現
場
は
、
急
峻
で
集

材
距
離
が
長
い
た
め
、
林
地
に
よ
っ

て
は
集
材
機
と
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
を

使
っ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
集
材
を
実
施

し
、
造
林
事
業
で
は
、
造
林
初
期
段

階
の
保
育
に
お
け
る
コ
ス
ト
縮
減
を

図
る
た
め
、
伐
採
・
造
林
一
貫
作
業

シ
ス
テ
ム
の
採
用
等
、
生
産
性
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
柿
其
国
有
林
に
あ
る「
柿
其

渓
谷
」、
田
立
国
有
林
に
あ
る
「
田
立

の
滝
」は
、
木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進

セ
ン
タ
ー
が
木
曽
地
域
を
訪
れ
る
観

光
客
を
対
象
と
し
て
発
行
し
て
い
る

「
木
曽
路
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

Ｍ
ａ
ｐ
」に
詳
し
く
掲
載
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

先
日
、
地
元
公
民

館
主
催
の
国
有
林
見

学
会
の
際
に
は
、
新

築
の
当
事
務
所
に
も

お
立
ち
寄
り
い
た
だ

き
、「
普
段
は
通
り
す
が
り
に
見
る
だ

け
だ
っ
た
が
、新
し
く
き
れ
い
に
な
っ

た
森
林
事
務
所
を
間
近
で
見
る
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
」と
地
域
の
方
々

に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

管
轄
す
る
国
有
林
を
森
林
官
と
し

て
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
は
容
易
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
然
の

中
に
身
を
置
い
て
、
当
た
り
前
に
あ

る
空
気
、
水
を
作
り
出
す
森
林
を
、

次
世
代
へ
と
受
け
渡
す
役
割
が
あ
り

ま
す
。
自
然
豊
か
な
こ
の
職
場
、
皆

さ
ん
も
い
か
が
で
し
ょ
う
。

急峻な地形の柿其国有林

請負事業体へ説明する筆者（左）

柿其川本流にある「ねじだる」

⓫⓫⓬⓬



今 

は 

昔 

の 

林 

業

今 

は 

昔 

の 

林 

業

中
部
森
林
管
理
局
総
務
課

　
　
　

  

井
上 

日
呂
登

第30回

い
の
う
え

ひ

　
　ろ

　
　と

シリーズ
秘
蔵
写
真

秘
蔵
写
真

　
こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
写
真
は
、
当
局
サ
イ
ト

「
モ
ノ
ク
ロ
森
林
紀
行
」
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
カ
ラ
ー
写
真
の
な
い
時
代
へ
時
を
超
え

て
！
む
か
～
し
の
写
真
を
紹
介
す

る
サ
イ
ト
で
す
。

　
当
サ
イ
ト
へ
は
、
コ
ー
ド
を
読

み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　今
は
昔
、山
村
に
暮
ら
す
人
々
と
そ
の
生
業
と
し
て
の

林
業
を
当
局
秘
蔵
の
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

令和５年 10月 第 235号

「
伊
勢
湾
台
風
」そ
の
二

　

昭
和
三
十
四
年
九
月
の「
伊
勢
湾
台
風
」（
台
風
十
五

号
）は
未
曽
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に

対
し
て
政
府
も
民
間
も
、
そ
し
て
国
有
林
も
復
興
に

向
け
た
取
組
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

名
古
屋
営
林
局
で
は
管
内
の
営
林
署
で
の
木
材
の

公
売
を
一
時
的
に
停
止
し
て
木
材
価
格
の
高
騰
防
止

と
災
害
復
旧
用
材
の
確
保
を
図
る
一
方
で
、
発
生
し

た
高
潮
の
対
策
（
決
壊
し
た
堤
防
の
締
切
な
ど
）
の
た

め
の
杭
用
丸
太
・
厚
板
資
材
・
仮
設
住
宅
用
材
等
の

確
保
の
た
め
に
各
営
林
署
で
緊
急
生
産
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
生
産・
確
保
に
は
新
城
、岡
崎
、岐
阜
、

中
津
川
、
下
呂
の
各
営
林
署
の
ほ
か
、
長
野
営
林
局

の
岩
村
田
、
長
野
営
林
署
、
更
に
は
熊
本
・
高
知
の

各
営
林
局
か
ら
も
協
力
を
得
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
緊
急
の
生
産
作
業
に
は
各
地
の
地
域
住
民
・
消

防
団
か
ら
の
協
力
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

木
材
は
名
古
屋
市
お
よ
び
愛
知
県
に
引
き
渡
さ
れ
、

復
興
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
・
長
野
の
各
営
林
局
管
内
で
大
規
模
に
発

生
し
た
山
地
崩
壊
に
つ
い
て
は
治
山
事
業
所
の
設
置

に
よ
る
災
害
復
旧
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
風
倒
木
被
害

に
つ
い
て
も
、
被
害
木
の
調
査
と
処
理
に
大
き
な
努

力
が
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
木
曽
谷

で
は
昭
和
三
十
六
年
に
襲
来
し
た
第
二
室
戸
台
風
の

被
害
と
合
わ
せ
て
風
倒
被
害
跡
の
更
新
が
重
要
な
課

題
と
な
り
、
昭
和
四
十
一
年
に
「
三み
う
れ浦
実
験
林
」
が
設

定
さ
れ
、
天
然
更
新
技
術
に
つ
い
て
の
研
究
が
継
続

的
に
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昭和41年当時の三浦実験林昭和41年当時の三浦実験林

名
古
屋
営
林
局
前
に
到
着
し
た
ト
ラ
ッ
ク
と
復
旧
用
材

名
古
屋
営
林
局
前
に
到
着
し
た
ト
ラ
ッ
ク
と
復
旧
用
材

ス
ケ
ガ
谷
国
有
林
で
の
復
旧
用
材
の
緊
急
生
産

ス
ケ
ガ
谷
国
有
林
で
の
復
旧
用
材
の
緊
急
生
産

（
現
在
の
岐
阜
森
林
管
理
署
管
内
）

（
現
在
の
岐
阜
森
林
管
理
署
管
内
）

三浦実験林の全貌三浦実験林の全貌
（写真手前・平成10年撮影）（写真手前・平成10年撮影）
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第 235号 令和５年 10月

中
部
の
保
護
林（
第
　回
）

シリーズ

30

　国有林野には、世界自然遺産を始めとする原生的な森林生態系を有する森林や、希少な野生生
物の生育・生息の場となっている森林が多く残されています。
　国有林野事業では、1915 年（大正４年）以降、こうした貴重な森林を「保護林」として設定し、
森林や野生生物等の状況変化に関する定期的なモニタリング調査を実施して、森林の厳格な保護・
管理を行っています。

お問い合わせ先：計画保全部計画課  ダイヤルイン：026-236-2612
※詳細は、コードを
　読み込んでください。

所在地所在地
　岐阜県 中津川市 　岐阜県 中津川市 

★★

中
央
ア
ル
プ
ス
最
南
端
に
広
が
る
天
然
林

中
央
ア
ル
プ
ス
最
南
端
に
広
が
る
天
然
林

恵
那
山 

生
物
群
集
保
護
林

恵
那
山 

生
物
群
集
保
護
林

設
定
目
的

設
定
目
的

　　
恵恵え
な
さ
ん

え
な
さ
ん

那
山
那
山
（
二
、一
九
一
㍍
）
の
上
部
に

（
二
、一
九
一
㍍
）
の
上
部
に

は
シ
ラ
ビ
ソ
等
の
亜
高
山
帯
針
葉
樹
の

は
シ
ラ
ビ
ソ
等
の
亜
高
山
帯
針
葉
樹
の

群
落
が
あ
り
、
林
床
の
一
部
に
は
希
少

群
落
が
あ
り
、
林
床
の
一
部
に
は
希
少

種
で
あ
る
オ
サ
バ
グ
サ
が
生
育
し
て
い

種
で
あ
る
オ
サ
バ
グ
サ
が
生
育
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　
こ
れ
ら
山
地
帯
上
部
か
ら
亜
高
山
帯

　
こ
れ
ら
山
地
帯
上
部
か
ら
亜
高
山
帯

ま
で
の
植
物
群
落
を
一
体
的
に
保
護
・

ま
で
の
植
物
群
落
を
一
体
的
に
保
護
・

管
理
し
て
い
ま
す
。

管
理
し
て
い
ま
す
。

　　地
況
・
林
況

地
況
・
林
況

　
恵
那
山
は
、
長
野
・
岐
阜
県
境
に
位
置

　
恵
那
山
は
、
長
野
・
岐
阜
県
境
に
位
置

し
、
中
央
ア
ル
プ
ス
（
木
曽
山
脈
）
の

し
、
中
央
ア
ル
プ
ス
（
木
曽
山
脈
）
の

最
南
端
と
さ
れ
て
い
る
山
で
す
。
気
候

最
南
端
と
さ
れ
て
い
る
山
で
す
。
気
候

は
太
平
洋
側
気
候
に
属
し
て
お
り
、
地

は
太
平
洋
側
気
候
に
属
し
て
お
り
、
地

質
は
中
・
古
生
層
及
び

質
は
中
・
古
生
層
及
び
濃濃の
う
ひ
り
ゅ
う
も
ん
が
ん
る
い




の
う
ひ
り
ゅ
う
も
ん
が
ん
る
い




飛
流
紋
岩
類

飛
流
紋
岩
類

が
分
布
し
て
い
ま
す
。

が
分
布
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
岐
阜
県
恵
那
地
方
と
愛
知
県

　
ま
た
、
岐
阜
県
恵
那
地
方
と
愛
知
県

北
東
部
、
長
野
県
の
一
部
に
ま
た
が
る

北
東
部
、
長
野
県
の
一
部
に
ま
た
が
る

美美み
の
み
か
わ
こ
う
げ
ん

み
の
み
か
わ
こ
う
げ
ん

濃
三
河
高
原

濃
三
河
高
原
の
う
ち
、
恵
那
山
地
に

の
う
ち
、
恵
那
山
地
に

細
分
さ
れ
る
大
起
伏
山
地
の
一
端
で
、

細
分
さ
れ
る
大
起
伏
山
地
の
一
端
で
、

恵
那
山
は
こ
の
高
原
の
最
高
峰
と
な
っ

恵
那
山
は
こ
の
高
原
の
最
高
峰
と
な
っ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

⓭⓭⓮⓮



編 集 長 だ よ り

（中部の森林へのご意見・ご要望等の投稿は、
migoro＠maff.go.jpまで電子メールでお送りください。）

令和５年 10月 第 235号

　９月16日（土）、長野市内で開催された「林業
共同就職説明会」の会場に、フォトコンテスト
の写真パネル数点を展示していただきました！
　林業の現場で働くあらゆる場面を切り取った
写真たちは、未来の林業に向けて積極的に取り
組む方々を後押ししてくれる存在でもあると感
じています。本コンテストにご参加いただいた
皆様に改めて感謝申し上げます！
　これからもフォトコン作品から繋がる林業の
魅力を随時お伝えします！

　
昨
年
度
の「
中
部
の
森も

り林 

林
業
従
事
者

写
真
コ
ン
テ
ス
ト（
フ
ォ
ト
コ
ン
）」に
お

い
て
、「
優
秀
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
写
真

に
写
る
中
村
さ
ん
の
「
造
材
日
和
」
で
す

が
、
実
は
左
側
の
写
真
も
ご
応
募
い
た

だ
き
、
こ
ち
ら
も
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　
受
賞
は
、
応
募
者
一
名
に
つ
き
一
作

品
ま
で
と
決
ま
っ
て
お
り
、
点
数
の
高

い
右
側
の
写
真
が
選
ば
れ
ま
し
た
が
、

取
材
協
力
／

一
般
財
団
法
人

長
野
県
林
業
労
働
財
団

https://nrinrou.net/

フ
ォ
ト
コ
ン
作
品
か
ら
も
っ
と

�

伝
え
た
い
林
業
の
魅
力
！作品名：「造材日和」

中村さん

野間さん

造
材
前
の
笑
顔
の
先
に
、
見
守
る
先
輩

や
仲
間
の
存
在
を
感
じ
さ
せ
る
素
敵
な

作
品
で
す
。

　
九
月
十
六
日
、
長
野
市
内
で
開
催
さ

れ
た
一
般
財
団
法
人
長
野
県
林
業
労
働

財
団
（
以
下
「
財
団
」）

主
催
の「
林
業
共
同
就

職
説
明
会
」
に
お
い

て
、
林
業
へ
の
就
業

を
希
望
さ
れ
る
方
に

丁
寧
に
説
明
す
る
中

村
さ
ん
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
少
し

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

林
業
の
現
場
は
い
か
が
で
す
か
？

　

現
在
の
所
属
先
は
有
限
会
社
早
川
実

業
で
す
が
、
以
前
か
ら
一
緒
に
働
い
て

き
た
仲
間
と
一
緒
な
の
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
良
く
て
働
き
や
す
い
で
す
。

　

フ
ォ
ト
コ
ン
受
賞
後
、
財
団
の
方
か

ら
連
絡
を
い
た
だ
き
、
信
州
の
森
で
働

く
姿
な
ど
を
冊
子
で
紹
介
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
先
日
、
現
場
ま
で
取
材

に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
完
成
し

た
冊
子
を
見
て
、
林
業
に
興
味
が
あ
る

方
々
の
参
考
に
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し

い
で
す
。

　
十
月
三
日
、
塩
尻
市
内
で
開
催
さ
れ

た
財
団
主
催
の「
林
業
基
本
講
座
」に
は
、

同
じ
く
「
優
秀
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
野
間

さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
作
品
内
で

「
朝
の
準
備
」
を
す
る
南
佐
久
南
部
森
林

組
合
の
野
間
さ
ん
は
、
東
京
出
身
で
林

業
を
始
め
て
今
年
で
五
年
目
。
昨
年
度
、

林
業
作
業
士
の
研
修
が
修
了
し
て
お
り
、

講
座
で
は
「
先
輩
か
ら
の
エ
ー
ル
」
と
し

て
、
林
業
一
年
目
の
受
講
生
に
自
身
の

職
歴
や
林
業
と
の
出
会
い
、
作
業
中
の

出
来
事
、
趣
味
で
あ
る
「
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ニ
ン
グ
」
の
こ
と
な
ど
、
笑
顔
と
軽
快
な

ト
ー
ク
で
伝
え
て
い
ま
し
た
。

林
業
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！

　

大
学
卒
業
後
、
都
内
で
様
々
な
仕
事

を
転
々
と
し
て
き
た
が
、
昔
か
ら
自
然

に
対
す
る
憧
れ
が
強
く
、
転
職
を
考
え

て
い
た
時
に「
長
野
で
林
業
」だ
と
思
い
、

コ
ネ
や
ツ
テ
が
無
い
中
で
、
財
団
に
相

談
し
、
多
く
の
出
会
い
が
あ
り
、
森
林

組
合
で
働
く
こ
と
に
。
先
輩
方
の
見
よ

う
見
ま
ね
で
林
業
を
や
っ
て
き
て
、
も

ち
ろ
ん
先
輩
に
注
意
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
し
、
ケ
ガ
も
あ
る
け
ど
、
一
生
懸
命

や
っ
て
い
る
と
必
ず
認
め
て
く
れ
る
。

　

林
業
は
楽
し
く
て
仕
方
な
い
！

林業共同説明会の様子林業共同説明会の様子
（中村さんは一番右のブースで説明）（中村さんは一番右のブースで説明）

企業組合山仕事創造舎の宮田さんとともに企業組合山仕事創造舎の宮田さんとともに
受講生と意見交換を行う野間さん（中央）受講生と意見交換を行う野間さん（中央）

作品名：「朝の準備」
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東信森林管理署
（佐久市）

中信森林管理署
（松本市）

南木曽支署
（木曽郡南木曽町）

木曽森林管理署
（木曽郡上松町）

飛騨森林管理署
（高山市）

岐阜森林管理署
（下呂市）

東濃森林管理署
（中津川市）

名古屋事務所
（名古屋市）

愛知森林管理事務所
（新城市）

森林技術・支援センター
（下呂市）

木曽森林ふれあい推進センター
（木曽郡木曽町）

伊那谷総合治山事業所
（飯田市）

中部森林管理局
（長野市）

富山森林管理署
（富山市）

北信森林管理署
（飯山市）

南信森林管理署
（伊那市）

（　）は庁舎所在市町村

中
部
森
林
管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
以

下
を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

メールマガジンに登録いただくと、広報「中部の森林」を  

発行日と同時にデジタル版を毎月配信します。 

（毎月 10 日発行※編集の都合で、発行日が遅れることもあります） 

登 録 サイト  https://mailmag.maff.go.jp/m/entry  
 

c_nagoya@maff.go.jp 
c_toyama@maff.go.jp 
c_hokushin@maff.go.jp 
c_chushin@maff.go.jp 
c_tohshin@maff.go.jp 

c_nanshin@maff.go.jp 
c_kiso@maff.go.jp 
c_nagiso@maff.go.jp 
c_hida@maff.go.jp 
c_gifu@maff.go.jp 
c_tohno@maff.go.jp 
c_aichi@maff.go.jp  

c_gijutsus@maff.go.jp  
kiso-fureai@maff.go.jp 

〒509-2202 岐阜県下呂市森876-1 
〒397-0001 長野県木曽郡木曽町福島5473-8
〒395-0001 長野県飯田市座光寺5152-1  

発行：林野庁 中部森林管理局 

編集：総務課 広報 

〒 380-8575 長野県長野市栗田 715-5
電話：026-236-2531  
Mail：migoro@maff.go.jp  
http://rinya.maff.go.jp/chubu/ 

名 古 屋 事 務 所 〒456-8620 愛知県名古屋市熱田区熱田西町1-20 TEL 050-3160-6660
富 山 森 林 管 理 署 〒939-8214 富山県富山市黒崎字塚田割591-2 TEL 050-3160-6080
北 信 森 林 管 理 署 〒389-2253 長野県飯山市大字飯山1090-1 TEL 050-3160-6045
中 信 森 林 管 理 署 〒390-0852 長野県松本市島立1256-1 TEL 050-3160-6050
東 信 森 林 管 理 署 〒384-0301 長野県佐久市臼田1822 TEL 050-3160-6055
南 信 森 林 管 理 署 〒396-0023 長野県伊那市山寺1499-1 TEL 050-3160-6060
木 曽 森 林 管 理 署 〒399-5604 長野県木曽郡上松町正島町1-4-1 TEL 050-3160-6065
南　　木　　曽　　支　　署 〒399-5301 長野県木曽郡南木曽町読書3650-2 TEL 050-3160-6070
飛 騨 森 林 管 理 署 〒506-0031 岐阜県高山市西之一色町3丁目747-3 TEL 050-3160-6085
岐 阜 森 林 管 理 署 〒509-3106 岐阜県下呂市小坂町大島1643-2 TEL 050-3160-6090
東 濃 森 林 管 理 署 〒508-0351 岐阜県中津川市付知町8577-4 TEL 050-3160-5675
愛 知 森 林 管 理 事 務 所 〒441-1331 愛知県新城市庭野字東萩野49-2 TEL 0536-22-1101
森 林 技 術 ・ 支 援 セ ン タ ー TEL 050-3160-6095
木曽森林ふれあい推進センター TEL 0264-22-2122
伊 那 谷 総 合 治 山 事 業 所 TEL 050-3160-6075

中部森林管理局
ホームページ

広報
「中部の森林」

用語の解説
本誌文中に掲載して
いる主な専門用語・
業界用語を解説。

本誌に使われている紙は、日本の森林を育てるために間伐材を積極的に使用しています。
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